
　　平成 29 年 2 月 28 日 第 578 号創刊　昭和 44 年１月 31 日（1）

発　

行　
秋
田
市
浜
田
字
陳
ケ
原
一
五
︱
五

　
　
　
　
　

松　
　
　

寿　
　
　

会

編　

集　

北　
　

村　
　
　
　
　

孝

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
八
二
八
︱
三
六
一
八

印　

刷　
秋
田
市
八
橋
南
二
丁
目
一
〇
︱
三
四

　
　
　
　

秋
田
協
同
印
刷
株
式
会
社

　
　
　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ　
八
二
三
︱
七
四
七
七

〜三浦理事長あいさつ〜

第 578号

松寿会の記念日をお祝いする
　

社
会
福
祉
法
人
松
寿
会
の
歩
み
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
明
治

三
十
三
年
に
更
生
保
護
を
目
的
と
し
て
創
設
さ
れ
た
財
団
法
人
秋
田

至
仁
会
が
、
昭
和
三
十
八
年
一
月
に
秋
田
市
川
尻
町
に
社
会
福
祉
法

人
秋
田
至
仁
会
を
設
立
し
、
養
老
院
「
好
日
寮
」
を
設
置
し
た
の
が

始
ま
り
で
す
。

　

そ
の
後
、
施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
現
在
地
に
移
転
改
築
し
、
施
設

名
を
松
寿
会
養
護
老
人
ホ
ー
ム
に
、
法
人
の
名
称
も
松
寿
会
に
変
更

し
、
そ
の
変
更
登
記
が
完
了
し
た
昭
和
四
十
二
年
二
月
八
日
を
、
松

寿
会
の
記
念
日
と
定
め
、
今
年
で
五
十
年
の
節
目
の
年
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
法
人
の
役
員
と
職
員
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
加

え
、
地
域
の
方
々
の
支
援
が
あ
っ
た
か
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

移
転
当
初
は
、
松
寿
園
の
経
営
だ
け
で
あ
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
、

松
峰
園
、
松
涛
園
、
だ
い
せ
ん
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
な
ど
を

相
次
い
で
開
設
し
、
い
ま
や
老
人
福
祉
事
業
を
総
合
的
に
展
開
す
る

社
会
福
祉
法
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
去
年
一
年
間
を
振
り
返
っ
て
み
ま
す
と
、
な
ん
と
い
っ
て

も
社
会
福
祉
法
人
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

社
会
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
人
口
構
造
の
高
齢
化
、
地
域
社
会

の
変
容
等
に
伴
い
、
福
祉
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
・
複
雑
化
す
る
中
、
社

会
福
祉
法
人
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
踏
ま
え
、
社
会
福
祉
法
人
が
社
会
福
祉
事
業
及
び
公
益
事
業

を
行
う
責
務
が
明
確
に
規
定
さ
れ
た
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
社
会
福
祉
法
人
で
あ
る
松
寿
会
も
、
改
正

社
会
福
祉
法
の
趣
旨
を
踏
ま
え
、
今
後
も
地
域
福
祉
の
中
心
的
な
担

い
手
と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
地
域
共
生
事
業
や
公
益

事
業
に
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
松
寿
会
運
営
方
針
」
に
掲
げ
る
基
本
理
念
に
基
づ
き
、

地
域
に
根
ざ
し
た
法
人
・
施
設
運
営
に
よ
り
一
層
努
め
る
と
と
も
に
、

利
用
者
の
皆
様
方
が
楽
し
く
、
日
々
の
生
活
が
送
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
法
人
の
役
員
・
施
設
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

　

立
春
は
過
ぎ
ま
し
た
が
、
ま
だ
ま
だ
寒
い
日
々
が
続
き
ま
す
。
ま

た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
の
感
染
症
の
流
行
の
時
期
が
続
き
ま
す
の

で
、
利
用
者
の
皆
様
に
は
健
康
に
留
意
さ
れ
、
施
設
内
の
生
活
を
楽

し
ん
で
い
た
だ
く
事
を
祈
念
し
ま
す
。

松
寿
会
理
事
長
　
　
三
　
浦
　
　
　
彰
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二
月
八
日
、
松
寿
会
の
記
念
日

の
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
は
じ

め
に
、
三
浦
理
事
長
が
式
辞
を
述

べ
、
続
い
て
長
年
勤
続
職
員
に
対

す
る
表
彰
が
行
わ
れ
、
三
浦
理
事

長
か
ら
感
謝
状
と
記
念
品
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。
最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
松
涛
園
石
川
節
雄
主
任

技
術
員
が
謝
辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
、
各
施
設
で
お
祝

い
の
会
食
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

長
年
勤
続
表
彰
者
（
敬
称
略
）

◎
三
十
年
勤
続
表
彰

（
松
涛
園
）

　

主
任
技
術
員

�

石　

川　

節　

雄

　

本
日
、
松
寿
会
の
記
念
日
に
あ

た
り
、
ま
た
、
五
十
周
年
の
節
目

と
な
る
年
に
、
感
謝
状
と
記
念
品

を
賜
り
、
篤
く
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

本
日
の
受
賞
者
を
代
表
致
し
ま

し
て
、
お
礼
の
言
葉
を
述
べ
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

昭
和
六
十
二
年
、
縁
あ
っ
て
松

寿
会
に
勤
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
「
あ
れ
か
ら
三
十
年
」

　

最
初
に
配
属
と
な
っ
た
の
は
松

寿
園
で
し
た
。
当
時
の
松
寿
園
は

改
築
前
の
古
い
建
物
で
、
雨
が
降

る
と
食
堂
の
床
下
に
雨
水
が
た
ま

り
、
そ
れ
を
汲
み
上
げ
る
こ
と
が

日
課
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し

た
。
当
時
の
施
設
長
に
度
々
「
食

堂
見
だ
が
ー
」
と
叱
ら
れ
た
こ
と

〜受賞者の皆さん〜
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〜会食風景〜
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松
寿
会
の
記
念
日
の
式
典
が
行

わ
れ
た
二
月
八
日
、
浅
野
梅
若
社

中
の
皆
さ
ん
が
来
園
し
、
機
能
回

復
訓
練
室
に
お
い
て
、
民
謡
や
手

踊
り
等
の
芸
能
を
披
露
し
て
く
だ

さ
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
「
生
保
内
節
」、「
秋
田

長
持
唄
」、「
秋
田
タ
ン
ト
節
」
な

ど
数
々
の
民
謡
や
歌
謡
曲
に
会
場

は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

最
後
は
「
お
こ
さ
節
」
で
締
め
く

く
り
、
利
用
者
は
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

を
思
い
出
し
ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ

ン
タ
ー
が
建
っ
て
い
る
と
こ
ろ
は

長
芋
畑
で
慣
れ
な
い
畑
仕
事
に
苦

労
し
た
こ
と
も
懐
か
し
い
思
い
出

で
す
。

　

そ
の
後
松
峰
園
で
一
年
勤
務
し

た
の
ち
松
涛
園
へ
移
り
、
現
在
に

至
る
ま
で
、
大
き
な
事
故
や
怪
我

も
な
く
勤
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　

こ
れ
も
ひ
と
え
に
、
素
晴
ら
し

い
上
司
、
諸
先
輩
方
、
同
僚
と
の

出
会
い
、
支
え
が
あ
っ
て
こ
そ
と

感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。
今

は
泉
下
の
人
と
な
っ
た
方
々
に

も
、
こ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え

た
い
で
す
。

　

松
寿
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る

「
和
顔
愛
語
」、
こ
の
言
葉
に
は
更

に
「
先
意
承
問
」
と
続
き
ま
す
。

和
や
か
な
優
し
い
笑
顔
で
思
い
や

り
に
満
ち
た
言
葉
を
か
け
、
先
に

相
手
の
心
を
汲
み
取
っ
て
受
け
入

れ
る
、と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
こ
の
言
葉
を
忘
れ

ず
、
松
寿
会
の
更
な
る
発
展
の
た

め
に
時
に
は
先
頭
に
立
ち
、
時
に

は
潤
滑
油
の
役
割
と
な
っ
て
努
力

し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
理
事
長
は
じ
め
、
皆

様
の
温
か
い
ご
指
導
の
ほ
ど
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
日
は
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
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〜素晴らしい歌と踊りを披露していただく〜
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男要項
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女
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ホーム
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▲
三
日　

節
分
行
事

▲
八
日　

松
寿
会
の
記
念
日
、
浅
野

梅
若
社
中
ご
一
行
慰
問

▲
十
四
日　

買
物
ツ
ア
ー
（
だ
い
せ

ん
）

▲
二
十
日　

楽
々
民
謡
大
学

▲
二
十
三
日　

お
好
み
昼
食
会
（
だ

い
せ
ん
）、
理
事
会

　

実　

習　

・　

研　

修　



◎
受
入
れ
施
設
・
松
涛
園

◇
八
日　

盛
岡
福
祉
専
門
学
生
実
習

（
～
二
月
十
日
）

〜松峰園年男・年女の皆さん〜 〜松寿園年男・年女の皆さん〜

〜松涛園年男・年女の皆さん〜〜だいせん年男・年女の皆さん〜


